
書式第 12号 (法第28条関係)

令和 3年度 事 業 報 告 書

特定非営利活動法人 日本BPW連 合会

1 事業の成果

2021年度は、“New Actbns through C∞ peratbn''と いうBPW Inわmatbndの 2021～ 2024年の

テーマに沿つて、国内の活動について、統一テーマ SDG8達成まで9年を切った ! サブテーマ :「真

のジェンダー平等実現へ、ともに走り続けよう !」 を掲げ、昨年に引き続くコロナ禍で活動に制限がある

中、男女格差解消に向けて全国で様々な活動を展開してきました。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

(事業費の総費用 【4,017】 千円)

事 業 報 告 用

定飲

記載

事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益

対象者

範囲

受益
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(千 円)
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イコール・ベイ・デイキヤンペーン実施

男女の賃金格差を「見える化」する二動。男性の

1年分の賃金と同額を女性が手にするには、余計
に働かなくてtま ならない。1年を超えて同額にな

る日をイコール・ベイ・デイ (EPD)と して、HP掲

出・‖EBア ピール活動、EPDオ リジナル付箋配布

による啓蒙や内閣府及び厚生労働省など関係官

公庁への要望書提出等

日立女性教育会館 (MEC)「男女共同参画フォーラ

ム」におけるオンラインパネル展示

5月 6日

他

12月 1日

～21日

東京他

全国各

地

Zoom

オンライン

50名程

度

4名

全国の

女性労

働者

フォーラ

ム参加

者

不特定

多数

不特定

多数

77イコール・ベイ・デイ全国会議

後援 :内閣府男女共同参画局・厚生労働省

政策説明

基調講演 :「 コロナ禍とジェンダー平等」

謗無

EPDア ピールの採択

アピールは、綺Pに掲出するとともに、後日厚生労

働省・内閣府男女共同参画局、他関係各所に提出

9月 18日 渋谷区

及び

Zo●m

5名 会員及

び一般

市民
“

名

ヤング・スピーチコンテスト

女性が社会的地位を獲得していくために、自分の

意見を上手にアピールするスキルを磨く目的で

「仕事と私」というテーマでコンテストを実施。

(全国大会及び次年度大会の地区予還。4地区の

プロック研究会と同時間催)

:0月 2日

11月 27日

12月 4日

:月 20日

Zαom

Zα●m
Zoom
Zoom

若

若

若

者

干

干

干

干

名

名

名

名

会員及び

市民

03名

43名

62名

47名

70

次世代育成

高校生より、r働 く女性の人権を守るNGOの活動」

についてインタビュー依頼を受け、オンラインで

対応。「働 く女性の現状や人権問題 とのつなが

り」、「NGOの 役割」等について、90分間、双方向

の対話形式で聞き取り調査に応した。

10月 29日 Go●」o

Meot

0名 ―般市民 5名 及

び関係

者多数



定軟

記載

事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者

籠田

受益

対象者
人数

事業貴

(千 円)

BPWパートナーシップロエバリュエ…ション賞

行政とN∞ の協力関係を強化するため、行政の女

性政策を評価し泉彰。
2021年受賞 :

5月 29日 和歌山

市及び

Zoom

若千名 会員,一

般市民
103名

GGGlの広報啓発事業
・セミナー実施

「CGG1 120位からの脱却 !～饉綸から行動へ。も

う醸論している場合じゃない !～」をテーマに、

経済、政治、教育、健康の4分野に関して 8PW会

員による基綱構語の後、プレイクアウトルームに

分かれて討論。個々でアクションプランを作成。

※近畿プロック研究会にて開催
・プックレット発行

11月 27日

12月 1日

和歌山

市及び

Zoom

全国

若千名

6名

会員及

び―般

市民

43名

不特定

多数

66

SDGsの広報啓発事業
・講演会実施 r私たちの生活とSDGs」

講師 :

※和歌山大会にて開催
・オリジナルSDOsバッジによる普及活動

5月 29日

通年

和歌山

市及び

Zo)m
全ロ

若千名

若干名

会員1-
般市民

103名

222名

139

WEPs(女 性のエンパワメント原則)の広報啓発事業
「WEPs日 本連絡会」の構成団体として広報 。啓発

活動を推進

9月 :フ 日

2月 3日

Zoom
Zoom

2名

2名

全国の

企業経

営者・―

般市民

不特定

多数

内閣府男女共同参画推進連携会議への積極的参

加、チーム活動

情報発信協力 HPでの広報

通年 千代田

区

若干名 不特定

多数 6

米国での人種・ジエンダー差別運動に対する抗議表

明及び要睛行動実施
米国で激化したアジア人女性差別行動を受け、ホー

ムページにて抗議を表明するとともに菅総理及び
バイデン大統領に要望書を提出

4月 8日 WEB
千代田

区

ワシントン

DC

6名 会員・―

般市民

不特定

多数

6

男女共同参画に関する事業全般の管理業務 通年 渋谷区 15名 390
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全国大会
・基調講演 :「私たちの生活とSOGs」

・分科会(ワークカップ)開催
「SDGs達成まで9年を切った !真のジェンダー平

等実現へ、ともに走り続けよう !」 をテーマに、

経済、政治、教育、健康の4分野でプレイクアウ

トルームに分かれて村崎。
・パートナーシゾハエパリュエーション賞

を表彰
・和歌山童言採択

宣言は内閣府男女共同参画局 7/6、 厚生労働省

7/1、 文部科学省7/13に訪間のうえ提出し協力を

要請

5月 20日 和歌山

市及び

Zoom

若千名 会員・―

般市民

103名

132

プロック研究会開催
・国内の5プロック毎で年間活動テーマに合致し

た研究会を開催。   (詳 細 p34～参照)

・リーフレットを配布しPR。

※コロナ禍により、北海道・東北及び中部、近畿、

西日本プロックは、 リアル会場
`=て

感染防止対策

のうえハイプリッド開催、関東・山梨プロックは

コロナ第6波のためるomの みで開催した。

10月 2日

11月 27日

12月 4日

1月 29日
2月 26日

苫小牧
市・Zoom
和歌山

市・Z∞m
福岡市・

Zoom
Z∞m
名古屋
市・Z∞m

若干名

若干名

若干名

若千名

若干名

会員,一

般市民

63名

43名

62名

47名
55名

:31



定款

記載

事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者

籠田

受益

対象者
人数

事業貴
(千 円)

各地域での一般参加の講演会 ,ワークショップの企

画開催

随時 全国 会員及び

市民

多数

会報発行

活動の報告と、一般市民への広報・啓発ツールと

して活用

5月 29日 国内外 15名 会員及び

関係者他

約 4∞

名 616

ホームページ運営
当会の目的に賛同者を得て、活動を活性化するた

めに、組織内外への広報・啓発としてホームペー

ジを運営する

通年 国内外 5名 会員・―

般市民

不特定
多数

14

ニュースレター発行 7月 15日 全 ロ 5名 会員及び
一般市民

不特定
多数 15

BPW認知度アップ、連帯活動のためのツール頒布、

広告掲載
BPWグッズ (日 めくり・SDGsバ ッジ・ブックレット
・EPD付箋等)のギフトセット及び単品頒布
SNS I=よ る普及啓発 Focebook、 インスタグラム

等での発信

通年 国内外 5名 会員及び
一般市民

不特定
多数

53

女性の能力発揮のための支援呼びかけ・支援メッセ
ージ拡散

通年 国内外 若干名 会員及び

一般市民

多数

職業能力開発・広報に関する事業全般の管理業

務
通年 渋谷区 15名 390
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国際 BPW加盟 連ヽ携 通年 全会員 287名 837

国連 CSWインターン派遣事業

国連女性の地位委員会 (CSW)に インターンとして

国内の国際的な女性の問題に取り組む意欲のあ

る20代女性を募集し、参加指導

(詳細 p67参照)

第 64回インターン経験者によるワークショップ開催

国立女性教育会館(NWEC)フオーラムのワークショップに

企画参加 :ア ンケー ト&座談会「今、鴨 婚」を考

える :女性と結婚のこれまでとこれから」

(洋細 p50～ 参照)

第 66回 CSWオンライン参加及び協力

サイ ドイベント (日 本政府とN∞ の共催)への

準備協力         (詳 細 p63～ 参照)

7月 ～12

月

12月 1日

～21日

3月 14日

～25日

10月 ～

オンライン

オンライン

WEB

才ンライン

1:名

11名

11名

10名

若い女

性対彙
一般公

募

会員およ

びフォー

ラム参加

者

会員,一

般市民

1名

不特定

多数

不特定

多数

IFBPW活動

9月 22日 APP‖
°1への参加・手前プリーフィング

ll月 6日 AP Young‖eeting`既

";月 10日 IFへの組織構成の報告

1月 9日 ～ AP Presidents'WhotsApp参 加

3月 12日 AP Presidents'Coffee Sessionよ

り、参加者を代表 して APRC曖 へ定期的なオンライ

ンでの情報交換会の提案

定期的な APRCと 東アジアの SRC"へ活動報告
*I APRM: Asio‐ Pocific Regionol Meeting

*2 APRC: Asio― Pocific Regionol Coordino,or

*'SRC: Sub Rじ giOnol Coordinato「

(詳細 p62参照)

9月 22日

11月 6日

1月 10日

3月 12日

随時

オンライン

名

名

名

名

名

2

2

5

3

2

:名

各国の
会員

各国の

会員多

数

国際交流
IF8PW役員、姉妹クラブ。メンパーとメール等での

親交、各国の女性たちの課題等について意見交換

通年 メール・オ

ンライン

会員



定軟

記載

事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者

範囲

受益

対象者
人数

事業貴

(千 円)

JW日 事業協力
ボス トンで実施される r日 本女性指導者育成
(J‖Ll)事業」及び関連事業の広報活動協力。HP/
メール等での情報拡散等

随時 メール・オ

ンライン

2名 会員及
び市民

若干名

「平松昌子メモリアルτ″ンド」検討
フイツシュ財団より、「平松昌子メモリアルフアン

ド」の提案を受け検討

2月 4日 ～ メール・オ
ンライン

15名 会員及
び一般
市民

若干名

他団体連携
国際帰人年逹格会や日邊 NGO国内女性委員会、ク
オータ制を推進する会等に所属、あるいは男女共
同参画連携会議に参画して活動 :国 内的、さらに

国際的に男女共同魯画社会形成・推進という目的
を共有する団体と連携してイベントの実施や要望
書提出、署瑶活動の協力などを行う

通年 主に東京
オンライン

10名 全国の

関係団

体所属

者・一般

市民等

不特定
多数

54

地域団体連携
各地域で活動する他団体との連携や交流 :連合会
として開催する事業を各都市で開催する際に、地
域の女性団体などとも協力して事業を行う。

通年 全国 約 30

名

団体関
係者・会

員など

多数

国際・他団体連携に関する事業全般の管理業務 通年 渋谷区 :5名 390

す 4

8妥
彙性
※2活

■

ネバール支援
ネパール BPWの災害被災者支援事業 :

支援先違考方法の見直しのため、次年度に繰越し
通年

メール・オ

ンライン 5名

女性活■支援に関する事業全般の管理業務 通年 渋谷区 15名 390

※ 1 lFBPW==The ln+ernctiondl Federo十 lon of Business ond Professionol Women

※2女性活躍支援のための募金及び非営利団体の女性支援活動に対する寄付事業

(2)その他の事業

1

教
育

研
修
事
業

ダイバーシティ・エデュケーター養成講座事業
開請講座
ツ ラヽスメント対応講座 (基礎)

・ハラスメント対応講座 (応用)

・ジェングーギャップ解消と経済貢献の先に見える
未来

・効率的なデータ管理
・リスクマネジメントとダイパーシテイ
・グローパル社会と労働
・グローパル化の中の日本
・魅力的なプレゼンスキル
・グローバル地域文化について (外国人労働者・難

民受け入れ・Diversity&Inclusion)
・防災脳があなたを守る
・男女賃金格差め解消に向けて～コロナ禍とジェン

ダー平等～
・日本を目む自然―海を考える
・相談・コンフリクト・リスクマネージメントスキル
・GGGl 120位からの脱却 !餞綸から行動へ。もう議

綸している場合じゃない !

・コロナと女性～ジェンダー平等をめざして
・企業間格差の問題「経済社会における多様性の重

要性」
・女性議員の活用で、政治分野のジェンダー格差ワ

ースト10からの脱却を !

・防災脳があなたを守る
・男女格差解消を目指して～GGα 120位の脱却は政治

分野の改革から:)

0月 20日
0月 27日
7月 12日

7月 29日
8月 3日
8月 10日
8月 23日
8月 28日
9月 2日

9月 6日
9月 :8日

10月 2日
10月 17日
11月 27日

12月 4日
12月 18日

1月 29日

2月 22日
2月 20日

Z∞m 5名
会員・―

般市民

延ベ

フフ名
78

ダイバーシティ・エデュケーター資格認定事業
申請審査・認定業務

5月 9日 オンライン 10名 会員・―

般市民

5名
108



書式第14号 (法第28条関係)

令和3年度 活動計算書(詢他事郷1饉場合)

事 業 報 告 用

生
=主

営型量動法人_日 本旦塾生菫金金
(単覆:円 )

特定非営欄活動に係る事業 その他事業
科 目

」!卜合計金 額 小計・合討
合計

金 額

2`468,500
2′468,5010

ｎ

ｕ 2′468,500

…………2ppιQ"Ⅲ
l,632.573

1,332′573

73′950

73′950 1,906,523

＾
υ

ｎ
ｕ

ｎ

）

ｎ

）

0

…………176′ ?QQ"

………p9141m
0

1,468,140

89ユ′000

891,000 2,359,140

【A】 経 常 収 益

経 常 収 益 計

5その他の収益

受取利息 164
164

5,769,377

0

964,950

164

6,734,327

… … … …
70,01lЮ

…

■,7An
¨̈ …̈Ⅲ……ri41.=子 Yt…Ⅲ……………………Ⅲ……Ⅲ………

……………………
pⅢ………………………
0.

…………■颯 121… ,………………………

1,09p1 ∞

1

0

870

……………25′_1.
10

3 831

………
"』

Ю

3,831′696

広報買

会場貸借料

(2)その他経費

家賃・共益費

旅買交通費

印刷費

【B

旅費・交通費

印刷制作費等

支払手数料等

諸会費等

会議員

寄付金

教材購入費

雑費

つ
“

金

支払

雑買

・運搬費

通信運搬費等

蒙賃・共益賣

常 費 用

(1)人
当

2)その他経費

1事業ロ

(1)人件賣

給料手当

……攣酒Q

185 1

0

19

■

185,861 4,017′ 557

4,017,557

0

ｎ
Ｕ

ｎ

）

ｎ

）

1    702,727

………■9242,ol…………………………
01

I::::::::!葬 i::螢i:i::il

…………1'‖臓1……………………
…̈…………1だ0鰤=…50.2981……………………'bl…

|

|

702′ 727

＾
ｕ

ｎ

）

702,727

702,727
4,534,423 185,861 4′720,284

常 増 減 額 【 】‐ B】・̂・ 1`234,954 779,089 2,014,043
ｎ
Ｕ

ｎ

）

＾
ｕ外 C D

区 分 779,089 -779,089

2,014,043 ｎ

¨ 2′014,043

14,894,304
法人税、住

+

⑤

+ 16,908,347
ミ驀:纏ミミi濠さミヽ

'ヽ

檬:注ミミ:ミミミギ公
歴 菫

正

「

】

1報活動
:連携

卜・寄付

4

1

2)職業能力

3

4

=■
闊

羅訂ヨ

43′200

7,737

190,000

0

0
10

782,510

125,898'

53,8331



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和3年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 日本BPW連合会

9,327,745

9,327,745

7,024,602

ｎ

）

7,024,602

固定 7 596 602

8,969,925

265,320

572,000

現金預金

未収金

棚卸資産

満助資産合計

(2)無形固定資産

A】  資 産 の

1 流動貴産

92,500

2 固定資産

(1)有形固定資産

定期預金

(3)投資その他の資産

敷金

産合計 ・・・

572,000

7.506.602

【A】 資 産 合 計 ①+② 9 4 4

16.

16.000

0

0

16,000

0

16,000

流動負債合計

未払金

前受金

預 り金

固定負債合計

【B-1】 負 債 の

1 流勁負債

0

16,000

2 固定負債

負 債 合 計 ③中④

正

14,894,304

2,014,043当期正味財産増減額

合

前期繰越正味財産額

【B-2】 正 味 財 産 の 部

16,908,347

16,924.34フ【B】  負 債 及 び 主 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2ヨ

ヨ
i           

】|IEli■||||‖||||口 E:ヨロ
『

ヨ.:日|||■



16号 (法 28

令和3年度 計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 日本BPW連合会

1.重要な会計方針

計算書類の作成は、NPO法人会計基準(2010年 7月

"日
2017年 12月 12日最終改正NPO法人会計基準協臓会)によつています。

棚卸資産の評価基準は原価基準により、評価方法は総平均法によつています。
消費税等の会計基準は、税込方式によつています。

2 益の状況 位 :円

※事業名称
1:男女共同参画社会の形成0促進を日るための広報誌の作成・発行、講演活動、セミナーの開催、書籍の出版に関する事業
2:職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援するための人材教育事業、セミナーの口催、広報活動に関する事業
3:Th● :ntemaional F● deratbn of Business and"ofe"ional Womon(lFBPW)に 加盟し、目的を同じくする他の国内外の組織との適鶴
を図るための事業

4)女性活躍支援のための募金及び非営利団体の女性支援活動に対する寄付事業

その他事業「教育・研修事業」

3.使途等が制約された寄附全等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増滅及び残高の状況)は以下の通りです。

当法人の正味財産は16,9田,347円ですが、そのうち402,800円は、下記のように使途が特定されています。

いない正 産は10,505,547円 です

科 目 1) 2)
事業部門計

※

共 カ

携 付勁・

3) →女

支

管理部門 合計

ｎ

） 2,468,500 2,468,500

200,000ｎ

） 200,000
lmoD〕 32.553 73,950 200,503 1,500,020 1,706,523

ｎ

）
ｎ

）

476,960 991,180 891,000 2,359,140 2,359,140
ｎ

） 164 164
57Q960 1,023,733

ｎ

） 964,950ｎ

） 2,565,043 4,108,604 6,734,327

ｎ

）

ｎ

）

ｎ

）

ｎ

）

ｎ

）
＾
Ｕ

ｎ

）

ｎ

ψ

ｎ

）

39Q000 390,000 390,000 390,000 1,560,000 392,276 1,952,276

870,093 870,093 870,093

",∞

0 150,000 190,000 190,000

3■900 51,670
ｎ

） 300 43,200 135,070 135,070
ｎ

） 25,110 25,110 25,110

13,310 13,310 13,310

89,250 89,250 89,250

2Q000 50,000 70,000 70,000

3a760 ｎ

） 32,760 32,760

17● 144 608,366 13,685 796,195 95.694 891,389

31,054 94,344 12,580 138,478 162,853 301,331

32213 21,620 7,737 61.570 1,606 63,176
ｎ

）

ｎ

）
ｎ

）

110 9,152 7,050 35,72119,409 50,298 86,019
ｎ

）
ｎ

）

760,181 1,400,762 1,280,453 31)0,300 185,861 4,017,557 702,727 4,720.284

1,4(X),762 1,230,45370Q181 390,300 185,861 4,017,557 702,727 ■720,2〔И

(2)

取

通 運

エ

そ

(1)人

‐

１

２

３

４

５

６

-377,029 -1,280,453-18■221 -390,300 779,089 -1,451,914 3,465,957 2,014,043

内容 切首残高 当期増加領 当期減少颯 期末残高 備考

若い世代支援
ｎ

） 100,000 ｎ

） 100,000

ネバール震災復興支援全 302,800 ｎ

〕

ｎ

，

“

2,m0 2022年度贈星に再延期

合計 302,300 100,000
ハ
Ｕ

“

2,m0

したがつて使途が制 (単位 :

回 発・広
I回[歯コ

瑠



4 びその近親者との 引の内容

5.その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状饉並びに正味財産の増減の状況を明らかにする
ために必要な事項
・事業費と管理費の按分方法

各事業の経費及び事業費を管理費に共通する経費の内、家賃・共査費については、その8割を非営利4事業に

均等に案分しています。

科 目 計算書に計上された金顔 内役員との取引 内近親者との取引

1,700.523 1,022,270

教材開発費

(活動計算書)

その他の寄付金
89.250 86,550



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和3年度 財産目録

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 日本BPW連合会

科 目 金  額 小  計 合  計

【A】 資 産 の 部

9,327.7.

8,969,925

21,698

3.525,356
・

1

1
302,814

5,120,057

92,500

92,500

265,320

265,320

9.327,745

0

0

572,000

7,024,602

572,000

7,024,602

7.506.6102

■506.∝)2

【A】 責 産 合 計 ①+② 16.924,347

【B-1】 負 債 0
1 議勁負債

預 り金

次年度資格審査料・麗講座受講料等

流助負債合計 ・・・③
2 固定負債

固定負債合計

16,000

16,000

16,000

0

【B-1】 負 債 合 計 ③+④ 16,0∞

【8-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 16,9“,347

1 流助資産

現金預金

手元現金

三菱UFJ銀行普通預金

ゆうちょ銀行 郵便預金

ゆうちょ銀行 振替口座

未収金

未収金

棚卸資産

貯蔵品

流動資崖合計 ・・・①
2 固定資産

(1)有形固定資崖

(2)無形固定貴塵

(3)投資その他の □

敷 金

婦選会館

定期預金 (長期固定性 )

三菱UFJ銀 行

]





書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

13 ・監事 ナリタ ノリ

成田 教子

R3年 4月 1日

R3年 5月 29日

年

～年

月  日

月  日

14 ・監事
マンサキ ユミコ

萬崎 由美子

R3年 5月 29日

R4年 3月 31日

年

～年

月  日

月  日

15 ・監事 タナタ・ ミツコ

相田 美津子

R3年 4月 1日

R4年 3月 31日

年

～年

月  日

月  日

16 ・監事
フカサ

°
ワキミコ

深沢 公子

R3年 4月 1日

R4年 3月 31日

年

～年

月  日

月  日

17 ・監事
ハタノ ケイコ

波多野 慧子

R3年 4月 1日

R4年 3月 31日

年

～年

月  日

月  日

18 ・監事
カワタ エイコ

河田 英子

R3年 4月 1日

R4年 3月 31日

年

～年

月 日

月  日

19 ・監事
クリヤ 劫コ

栗山 有香子

R3年 4月 1日

R4年 3月 31日

年

～年

月  日

月  日

20 ・監事
オカウチ スミコ

岡内 須美子

R3年 4月 1日

R4年 3月 31日

年

～年

月  日

月  日

21 ・監事
ハラタ

・ユミコ

原田 ゆみ子

R3年 4月 1日

R4年 3月 31日

年

～年

月  日

月  日

22 ・監事 トクナカ・ ヤスコ

徳永 康子

R3年 4月 1日

R4年 3月 31日

年

～年

月  日

月  日

23 ・監事
クロサキ ノフ・コ

黒崎 仲子

R3年 4月 1日

R4年 3月 31日

年

～年

月 日

月  日

24 監事

トミタ カス
・コ

冨田 和子
(通称垂見和子 )

R3年 4月 1日

R4年 1月 9日

年

～年

月 日

月 日

25 監事
ヒラマツ マサ

平松 昌子

R3年 4月 1日

R3年5月 29日

年

～年

月 日

月  日

26 監 事
フシ・タ ヒロミ

藤田 ひろみ

R3年 4月 1日

R3年 5月 29日

年

～年

月  日

月  日

27 理事
サイトウ キョウコ

斎藤 京子

R3年 4月 1日

R4年 3月 31日

年

～年

月  日

月  日

28 理事
フシ・タ ヒロミ

藤田 ひろみ

R3年 5月 29日

R4年 3月 31日

年

～年

月  日

月  日

29 理 事
ヒラマツ マサ

平松 昌子

R3年6月 29日

R3年 11月 30日

年

～年

月  日

月  日



書式第 19号 (法第 28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿
令和 4年  3月  31日 現在

特定非営利活動法人 日本BPW連合会

氏   名

1 安陪 陽子

2 上原 淳子

3 大倉 多美子

4 河村 真貴子

5 谷岡 理香

6 土田 アイ子

7 寺岡 則子

8 藤川 彙理子

9 柳下 真知子

10 渡部 道子


